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1984年日本医科大学医学部 卒業, 日本医科大学救急医学教室入局
1994年日本医科大学付属千葉北総病院 救命救急部医局長
1995年国立病院東京災害医療センター 第2外科医長 2002年同 救命救急センター長
2006年東京医科歯科大学大学院 医歯学総合研究科 救急災害医学教授
2015年日本救急医学会理事
2016年日本Acute Care Surgery学会 理事長

厚生労働省日本DMAT検討委員会 委員長
2019年日本災害医学会 代表理事
2023年日本救急医学会 代表理事

防災学術連携体
JJaappaann  AAccaaddeemmiicc  NNeettwwoorrkk  ffoorr  DDiissaasstteerr  RReedduuccttiioonn

特別企画

『『耐耐震震でで大大丈丈夫夫でですすかか？？』』

日日時時：：22月月2222日日((木木))  1177：：4400～～1188：：4400
会会場場：：学学術術集集会会第第22会会場場（（みみややここめめっっせせ))

座長のご紹介

東東京京工工業業大大学学 環環境境・・社社会会理理工工学学院院 特特任任教教授授、、

防防災災学学術術連連携携体体代代表表幹幹事事 米米田田雅雅子子先先生生

地域建設業、農林業、防災減災、地方公共政策など幅広い分野で、フィールドワークを重視し、分
野横断的な研究に取り組む。2002年に「建設帰農」、2003年に「林建協働」を提唱。2007年から規制
改革会議委員として補助金適化法の弾力運用、酒税法・森林法の改正に寄与。2008年に「複業に
よる地方産業創出」「森林施業の基幹作業道」提案、2010年に「次世代林業システム」｢平成検地｣、
2011年から日本学術会議の防災関連30学会連携、釜石市・大槌町・遠野市の森林再生・復興住宅
に取組む。2012年に「インフラの町医者」「異種の道ネットワーク」を提言、2013年に国産材マーク創
設。2016年1月に防災学術連携体（現61学協会）創設、2018年6月に代表幹事に就任。2016年3月
に「森林・農地の有効利用と自然地の公有化」を提言。2016年阿蘇山頂観光復興に取り組む。

ププロロフフィィーールル

山口県生まれ、1978年お茶の水女子大学数学科卒業、1978年新日本製鐵株式会社入社、1995年東京大学建築学専攻
研究生・研究員、1998年 NPO法人建築技術支援協会設立、2006年 東京工業大学特任教授、2006年 建設トップラン
ナー倶楽部設立、2007年 慶應義塾大学特任教授、2007年 建設業の新分野進出支援に関して内閣総理大臣表彰、
2012年東京大学から博士（環境）取得、2016年日本学術会議会員、2021年東京工業大学特任教授に就任。

略略歴歴

近年、世界中が様々な災害に見舞われている。地震や津波、火山噴火をはじめとした自然災害に加え、感染症や原子
力などのCBRNE災害も増加し、毎年世界で約1億6千万人が被災、約10万人の命が奪われている。そのため多分野の学
会が英知を集結し、連携することで災害に対する脆弱性を減らし、災害による健康被害を軽減していくことは国際社会の
最重要課題の一つである。本邦では高まる災害外力から国土と生命を護るために、学会をこえて議論し、学会間の連携を
深め、防災減災・災害復興に関わる諸課題に取り組むために「防災学術連携体」が活動している。
2023年度に実施された厚生労働省の調査によると、全国にある約8000の病院のうち、建築基準法の耐震基準を満たし
ている病院は約80％である。災害拠点病院や救命救急センターに限ると、耐震化率は95％であるが、免震を採用してい
るのはわずか約20％である。特に、東日本大震災以降、災害拠点病院の機能維持のための病院本体の耐震化を含めた
インフラやライフラインの強化を推し進めてきた。しかし、耐震化はされてはいても、非免震では大地震時の内部の揺れは
激しく医療機器や設備が使えなくなり、災害拠点病院として求められてる機能を震災直後から発揮するには十分でない。
今回、建築、土木のスペシャリストの方々をお招きして、病院機能を維持する観点から、ライフラインの維持に欠かせない
道路や橋、病院本体の免震化の有用性について議論する。

国国立立病病院院機機構構 災災害害医医療療セセンンタターー 病病院院長長

防防災災学学術術連連携携体体幹幹事事 大大友友康康裕裕先先生生
略略歴歴
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演者のご紹介（敬称略）

防災学術連携体
JJaappaann  AAccaaddeemmiicc  NNeettwwoorrkk  ffoorr  DDiissaasstteerr  RReedduuccttiioonn

特別企画

②道路橋等の免震化について 高橋良和

③東日本大震災における耐震と免震 佐藤大

①建築物の免震化について 和田 章

一般社団法人防災学術連携体 運営幹事

一般財団法人免震研究推進機構 代表理事

一般社団法人日本災害医学会

東北医科薬科大学医学部 救急・災害医療学教室

公益社団法人土木学会

京都大学大学院工学研究科社会基盤工学専攻 教授

『『 耐耐震震でで大大丈丈夫夫でですすかか？？』』

一般社団法人日本建築学会

＜略歴＞
1995年東北大学大学院理学研究科博士前期課程修了
2000年東北大学大学院国際文化研究科博士前期課程修了
1999年東北大学医学部附属病院医療情報部助手、2007年同メディカルITセンター助教
2008年日本DMAT隊員（業務調整員）
2011年東日本大震災時は東北大学病院の災害対策本部運営に従事
2015年（一社）情報支援レスキュー隊 (IT DART)代表理事
2017年東北医科薬科大学医学部救急・災害医療学教室助教
2021年東北大学より博士（情報科学）授与

＜略歴＞
1968年 3月東京工業大学理工学部建築学科卒業
1970年 3月東京工業大学大学院理工学研究科建築学専攻修士課程修了
1970年 4月株式会社日建設計
1981年 9月工学博士（東京工業大学）
1982年 1月東京工業大学助教授工学部建築学科
1989年11月東京工業大学教授工業材料研究所
1991年 4月マサチューセッツ工科大学土木工学科客員教授（7月まで）
2011年 4月東京工業大学名誉教授
2011年 6月日本建築学会会長（2013年5月まで）
2011年10月日本学術会議会員（2016年1月まで）
2014年6月日本免震構造協会会長（2022年5月まで）
2021年1月一般社団法人防災学術連携体代表理事
2021年4月一般財団法人免震研究推進機構代表理事
2022年5月 President, Structural Engineers World Congress

＜略歴＞
博士（工学）、専門は土木工学・耐震工学。京都生まれ
1994年京都大学工学部土木工学科卒業
1996年京都大学大学院工学研究科修了
1996年京都大学大学院工学研究科助手
2003〜2004年米国カリフォルニア大学バークレー校リサーチフェロー
2006年京都大学防災研究所助教授
2014年京都大学大学院工学研究科准教授
2017年京都大学大学院工学研究科教授、現在に至る。
2014年より日本学術会議連携会員。

東京工業大学名誉教授
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